王子が岳のアクティビティ

王子が岳を訪れる人々は山頂付近の遊歩道でのんびりと散策するから、パラグライダーでスリル満点の空中散歩を楽むまで、さまざまなアウトドアアクティビティを体験することができる。

ウォーキングとハイキング
王子が岳（標高234メートル）は3つの登山道のうちいずれかを通って山頂まで登ることができる。どの登山道を選んでもハイキングには約1時間かかり、ハイキングシューズ以外の特別な装備は必要ない。登山道1は渋川海水浴場のすぐ西側にある国道430号線と県道462号線の交差点付近から始まる。登山口はいくつかの標識で明確に示されている。登山道2は国道430号線沿いを西へ少し行ったところから始まる。登山道3の入り口は同じ道をさらに西へ進んだ先、レストラン「帆風」の裏手にある。

山頂付近には頂上駐車場から直接アクセスできる、手入れの行き届いたおおむね平坦な遊歩道がいくつかあり、そこからは瀬戸内海を越えて四国まで見渡すことができる。遊歩道の中には面白い形をした花崗岩の巨石を通るコースもある。 横顔がにっこりと笑っているように見える「ニコニコ岩」、細長い岩の集まり「ひよこ岩」、動物に似ているとされる3つの柱状の岩など、さまざまな奇岩が点在する。

ボルダリング、パラグライダー、水辺の遊び
数十年にわたり、王子が岳はアドベンチャースポーツ愛好家の目的地となっている。地元のフリークライマーたちは1970年代から王子が岳の岩場で腕を磨いており、この山はロープやハーネスを使わずに岩を登るボルダリングの「原点」とされている。

また、王子が岳ではパラグライダーも人気のあるアクティビティで、パイロットたちが上昇気流に乗って景色の上空を飛ぶ。初心者でも経験豊富なインストラクターと一緒に飛ぶことができる。

標高0mの地点では、渋川海岸がウィンドサーフィンやセーリングの人気スポットとなっている。また、王子が岳のふもとにある小さな無人島、通称くじら島には、2人から52人まで利用可能なプライベートキャンプ場があり、「グランピング」エリアでは、家具付きのテントに宿泊することができる。
